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第19回例会 №1911月29日㈮

　昨夜の冷え込みで、妙高山も二度目の雪化粧となりました。いよいよ冬到来とい
う感じです。
　さて、先週末 23 日に村上岩船 RC 創立 20 周年記念式典に髙橋幹事と参加し、地区内から集まった約
200 名のロータリアンと共に、同クラブの周年を祝ってきました。佐藤ガバナーエレクトも自ら受付の
先頭に立ち来訪者を迎え張り切っていらっしゃいました。式典祝賀会も自然で楽しい雰囲気の中で進
み、最後まで親交を深めあってくることができました。当日は絶好の日和で、窓の外には粟島が間近
に見え、少し西側には大佐渡・小佐渡、更に西には角田山・弥彦山がまるで島のように水平線に浮か
び上がっていました。上越では見られない光景に驚きと地球の丸さを感じ見入ってしまいました。私
は初めて見る分離した佐渡島におもわず「佐渡の左にあるのは能登半島？」と聞いてしまい、恥ずか
しい思いをしましたが…
　今年度は地区内 10 クラブで周年を迎えます。今回３クラブ目でしたが、来春４月からの７クラブ、
どんな新しい仲間、風景と出会えるか楽しみです。

ロータリーの醍醐味は出会いかもしれません
会長　髙坂　光一

弥彦山 小佐渡角田山 大佐渡 粟島

汐美荘から望む（左から）弥彦山、角田山、小佐渡、大佐渡、粟島（イメージ）

会長挨拶
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　「コーチング」とは、ある人や組織
が目指すゴールにたどりつけるよう
に、その考え方や行動をサポートす
る一連の働きかけのことを言います。

　昨今、人それぞれの考え方や価値観が多様化し、
コミュニケーションの重要性が高まる中、一律の
指示や命令で人や組織を動かすことが難しくなっ
てきています。そのためには、あれこれと一方的
に細かくやるべき事を指示し、教える「ティーチ
ング」ではなく、やる気を引き出し、自ら考えて
自律的な行動を促す「コーチング」が求められて
います。

　コーチングの要素を、大きく分けると「傾聴」,
「承認」,「質問」の３つに分けられます。「傾聴」
とは相手の話を最後までしっかりと、「目、耳、心」
で真剣に聴くことで、自分に対する信頼感を得る
こと。「承認」とは、相手の人格を認めることで、
相手に安心感を与える行為のこと。「質問」とは、
相手のあるべき姿や、するべき事を自ら気づかせ

るきっかけをあたえるためのものです。これらは、
人と人とがコミュニケーションする上での重要な
要素にもなっており、これが現在、コーチングが
注目されるゆえんです。

　まさに、今年、日本代表がワールドカップで悲
願のベスト８入りを果すことができたのも、ジェ
イミー・ジョセフヘッドコーチのコーチング型
マネジメントによるものが大きかったと考えら
れます。選手自らがチーム共通の価値観「ONE 
TEAM」を皆で考え、それぞれの選手がその場
その場で自分がすべき役割を見出し、お互いがコ
ミュニケーションをとりながらベストなプレーを
連続して実行するといった素晴らしいチームが完
成したのです。

　コーチの仕事は、選手たちがやろうとすること
を横道にそれないように叱咤激励したり、励まし
たりすることで彼らのモチベーションを高め、目
指す目標の達成に導くことであると考えられます。

神田　和明 君（岩の原葡萄園）
会員卓話 「コーチングで会社を活性化する」～経営者のためのコーチング入門～

回 日 講演者：演題 会場

20 12月６日 会員卓話　宮川大樹君　演題　未定 デュオ・セレッソ

21 12月13日 年次総会及びクラブ協議会 デュオ・セレッソ

22 12月20日 クリスマス家族例会 料亭　やすね

－ 12月27日 特定休会日 －

12月例会プログラム

出席率　96.23％

本山秀樹君・橋詰敏一君（11/30 米山奨学生学友
会総会）

出席・ニコニコ BOX 委員会
齋�藤俊幸君―12 月 14 日に創立 35 周年を迎

えます。感謝。
加�藤公一君―都合により本日をもって退会さ

せていただきます。長らくお世話になりまし
た。感謝の気持ちでスマイル致します。あり

がとうございました。

加藤公一君―退会の挨拶

大�島　誠君―武蔵野酒造「スキー正宗朝一番搾
り」のご案内

渡邉　隆君―12/３上越はつらつ元気塾のご案内

配布物：週報№ 18、ロータリーの友 12 月号
報　告：�12/６ガバナー公式訪問延期について、

赤い羽根共同募金のお願い

出 席 報 告

メイクアップ

委 員 会 報 告

会員インフォメーション

幹 事 報 告


